
図1　バラスト層の固有振動特性（実測値）

図2　まくらぎ－バラスト間の変位応答倍率（実測値）

軌道

　バラスト軌道は，列車の動荷重を受けて徐々に劣化が生

じる。バラスト軌道の劣化現象を解明するには，バラスト

層に作用する衝撃荷重の特徴を把握するとともに，バラス

ト層の固有振動特性を調べることが肝要である。そこで，

本研究では，道床内部の振動加速度を測定するためのセン

シングストーンと，バラストに作用する衝撃荷重を測定す

るためのセンシングまくらぎを用いた現場測定結果をもと

に，バラスト層に作用する動荷重とバラスト層の応答特性

について定量的な評価を行った。また，現場測定結果とバ

ラスト層の大規模数値解析をもとにして，バラスト層の固

有振動モード（図1）を同定し，バラスト層の固有振動モー

ドとバラスト層の伝達関数（図2）の関連性について明らか

にした。さらに，バラスト沈下現象に関するメカニズムに

ついて言及するとともに，今後の対策工の方向性について

も述べる。

バラスト軌道の動的応答特性に関する
力学的評価
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